




















































もので， §74の序論につづき， §75で， 「キリスト教的生の基礎づけ」としての洗











ず， むしろ次のように述べている。 「恐らく， まだ第一巻[KDI/1, 1932年, I/
2, 1938年〕では私が『サクラメント」 という一般概念を確信をもってまた心配













































るしを，洗礼と聖餐も念頭に置きつつ， 「神のみ手の中にある道具」 （248)(5) と
も呼んだ。そしてバルトは， そうした｢神的なしるしを与えること全体一そ
の中で啓示がわれわれのところに来る－は，全線にわたって，それ自体何か
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ように，洗礼の「根拠」 も 「目標」 もイエス・キリストその方であった。キリ
スト者はイエス・キリストを目指して歩む。すなわち， 「イエス・キリストの決
定的･普遍的な啓示」 (217)に向かって， 「彼ら自身の存在の啓示と認識に向かっ







































































































AaO. ,S. 159. (240頁）
AaO. ,S. 164. (248頁）










































KI)IV/'1, S. 1'1'1 (218R)
KD1V/3,S.831. (81頁）
KI);62, i67, 972の題詞を参照せよ。
拙縞l iわれは数会を信ず｣ カール・バルトにおける敬会の存r}!と時間」 （東
北学院大学論柴「教会と神学」 36号, 2003年3月）参照。
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(19)
(20)
(21)
(22）
共同の行為としての洗礼
宣教の不可欠の，いなもっとも中心的な行為であった。したがってこの洗礼が，
幼児洗礼という， いわば「眠れる洗礼｣(231であり，眠りの中で，受洗者がそれ
で自分に何が起こるのかも知らずに， また知ろうともしないでキリスト者にな
るのだとしたら，教会はついにいつまでも「眠れる教会｣(脚）でありつづけるほ
かなく， また「眠れるキリスト教｣(z5）以外のものはそこから生まれえない， と
バルトは言うほかなかったのである。それゆえ，バルトは． たとえば「福音伝
道」を， そうした眠れる教会の覚醒に仕えるものとして「世のための教会」の
緊急の課題として提起した(26)｡バルトの洗礼論は，洗礼を共同の人間的行為,共
同の奉仕的行為ととらえることを通して教会自身の革新と前進をはかろうとす
る試みであり， そうすることによって脱コンスタンテイヌス時代における教会
の在り方を示そうとするものであった。むろん， こうしたバルトの試みだけが
そのための唯一の道でないとしても，われわれは今日， その重要な模索の－－つ
として， これを真剣に受けとめなければならない。
（2()04年4月I0 IJ)
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(26）
1V/3
AaO
Aa()
大崎，
S.595. (井上沢262頁）
S~ l()0(). (332頁）
S.595. (262R)
前掲， 43頁。
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